
 

 

 

 

たくさんの方に子供たちの姿を見ていただきました！ 
                               校長  所  久 寛 

 ５月の後半から６月後半にかけて、子供たちの学習の姿を、地域や専門の方に見ていただ

く機会が多くありました。どの子も、進んで挙手発言をしたり、タブレットを操作したり、

仲間とグループ学習を行って自分の考えをアウトプットしたりして、自分の持ち味を十分に

発揮していました。以下に、各会のみなさまからいただいたコメントを紹介させていただき

ます。 

＜学校運営協議会（５月２６日）＞ 

・登下校時は、昨年よりも元気なあいさつをしてくれる子がたくさんいる。また、朝はうつ

むいて登校する子も、下校時は元気にあいさつをしてくれるのでうれしい。 

・タブレットが普及することで図書館の本が読まれなくなっていると思うので、活字をし

っかりと読ませてあげてほしい。 

・大野小学校は地域のみなさんと学校との連携ができているので、これからも、登下校時や

休日などに、積極的に地域や保護者と子供たちとの触れ合いの場をつくってほしい。 

・放課後の自転車の乗り方については、さらにマナーを守るよう私たちも呼びかけていく。 

＜民生児童委員会（５月３１日）＞ 

・子供同士の仲が良いと感じた。 

・授業中は、たくさんの子供たちが、一生懸命自分の考えを挙手発言したり、仲間の意見を

しっかりと聞いたりして、真剣に授業に臨む姿が見られた。 

・どの子も、内面的に様々な悩みをもっていると思うが、笑顔がたくさん見られるので良い

と感じた。 

＜５年１組ＩＣＴ利活用公開（６月２２日）＞ 

・全員が、紙媒体の教科書でなくデジタル教科書を活用して学習している。それを子供たち

がしっかりと使いこなしているところが素敵である。 

・ミラーリングなどを効果的に活用して自分のタブレット画面を教室の大型モニターに映

し出し、それを使って仲間に自分の考えを説明するという姿がとてもよかった。 

・タブレットを使っている横で、しっかりとノートなどを用いて鉛筆も使用している姿が

よい。デジタルの時代でも鉛筆やノートなどとのハイブリッドは大切だと感じた。 

＜大野町教育委員会（６月２８日）＞ 

・ひとりひとりがしっかりと前を向き、真剣に学習に取り組む姿が素敵だった。 

・算数では教え合う姿が、音楽では一人一人が鍵盤ハーモニカを一生懸命演奏する姿が素 

敵だった。コロナ禍では見られなかった活動が見られ、みんな生き生きとしていた。 

・教室や空きスペースに置いてある様々な作品を見たが、個性豊かな作品を仕上げていた。 

みんな授業を楽しんでいるのだなと感じた。 

 私たち大野小学校の学校教職員とは異なる視点で、普段気付かないところにまでご意見を

いただきました。５～６月の大野小学校の子供たちの姿がよくあらわれているコメントをい

ただき感謝しています。 

学校運営協議会のみなさまからは、放課後の自転車マナーについての意見をいただきまし

た。学校としましても、自転車の乗り方についての講習を以前実施しましたが、夏休みまで

に自転車の乗り方に対する話をさらに重ねることで、長期休みに向けマナー遵守の徹底に努

めてまいります。ご家庭でもご指導のほどよろしくお願い申し上げます。 

 ２０２３年６月３０日（金）   
大野町立大野小学校 
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